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保護者の皆さん No.13
令和7年12月10日㈬

花巻市
教育委員会

共に
育みましょう!!
花巻市の子どもたちを

はぐく

今年度のテーマは「架け橋期のカリ
キュラム」。幼児期は心と身体も
大きく成長する大切な時期だから
こそみんなで一緒に考えましょう。

就学のことや子育てに関する悩み・ご相談をお受けしています。お気軽にお電話ください。

● 就学前教育課（内線342） shugaku@city.hanamaki.iwate.jp
● 学校教育課（内線362）　 gakkyo@city.hanamaki.iwate.jp

ニコニコガイドのバック

ナンバーは

こちら ➡

令和6年度 家庭の教育力に関する調査

　調査結果から、花巻市の子どもたちは、昨

年度に引き続き「朝ごはん」をしっかり食べて、

食べた後の「歯磨き」にも取り組んでいる様

子が見られました。ご家庭の皆さんが毎日の

生活の中で大切に意識してくださっているこ

とが伝わってきます。

　しかし、子どもたちにとって「早寝・早起き」

や「あいさつ」は、まだ少し苦手な傾向が続い

ているようです。それでも、保護者のみなさま

が、ご家庭で意識して取り組んでくださって

いる様子が伺えます。また、「手伝い」につい

ては、他の項目と比べると大人の働きかけが

少なめで、子どもに身についている割合もや

や低い様子が見られます。

　乳幼児期は、周りの大人に無条件で愛され

ることで基本的な信頼感を獲得しながら基本

的生活習慣を形成す

る時期です。今しかな

い大事な時期だからこ

そ、お子さんのために

できる工夫、お子さん

と一緒に過ごす時間を

大切にしていきたいで

すね。

　デジタル機器を使用している子ど

もの使用時間の平均は、平日が約7８

分、休日は約1３８分で、前年調査よ

り平日の使用時間が増加しています。

使用時間が長くならないよう、ルー

ルを工夫しているご家庭が多くみら

れました。

大人も、子どもの前ではデジタル機器の使用を控えるなど工夫

しているご家庭もあるようです。ご家庭やお子さんの状況に応じ

て、デジタル機器との付き合い方を考えてみましょう。

令和7年3月実施

デジタル機器の使用状況
令和7年3月調査 ≪みんなのお家のデジタル機器使用のルール≫

●使用時間を決める。（1日30分、1回30分で1日2回まで、平日は30  

　分・休日は1時間まで、等）

●視聴本数、回数を決める。（動画は○個まで、1回30分で2回まで、

　等）

●使用日、使用時間帯を決める。（土日のみ、朝は見ない、夕食中はつ

　けない、帰宅後18時から19時の間、等）

●終了時間を決める。（20時まで、寝る前は使用しない、「おしまい」

　と言ったら終わり、等）

●使用場所を決める。（親のいる所で、リビングで、明るいところで使

　う、離れて見る、等）

●連続使用をしない。（休憩を必ずはさむ、○分見たら○分休憩、

　１回15分以内、等）

●電源ON、OFFは、親がする。親に断ってから使用する。

●生活の中の優先順位や、やるべきこと（食事、風呂、歯磨き、次の日

　の準備、手伝い、等）が終わってから。

●デジタル機器以外の遊びに誘ったり、他にできることを提案したり

　する。

保護者の意識と子どもの実態
各項目、上段は「意識して子どもと接する」、下段は「子どもの様子」についての回答結果

5歳児の保護者に

ご協力をいただき

ました。

花 巻 市 教 育 委 員 会 TEL 0198-45-1311

こども 家 庭 セン ター TEL 0198-46-3606

デジタル機器使用状況の割合
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相談窓口は

こちら

※四捨五入の都合上合計が100％にならない場合があります

　去る令和７年８月８日（金）花巻市定住交流センター（なはんプラザ）において、市内の保育園・幼稚

園・認定こども園の各園の保護者代表者の方々にお集まりいただき、保護者代表者交流会を開催しま

した。

　この交流会は、各園の保護者会活動の活性化を図るとともに就学前の教育への関心を高めていた

だくことを目的として、毎年開催しています。今回は、教育委員会から「花巻市就学前教育プログラ

ム」について説明した後、保護者の皆さまに「ニコニコチャレンジの取組の様子」や「保護者会活動の

様子」についてグループ毎に、交流していただきました。その後、全体で情報共有を行いました。お忙

しい中、ご参加いただきありがとうございました。

　花巻市教育委員会では、社会で心豊かにたくましく生きていくことができる「元気な子ども」「やさし

い子ども」「考える子ども」の育成を目指し、今後も、家庭・保育園・幼稚園・認定こども園・小学校・地域

と連携しながら就学前教育の推進に努めていきます。

●各地域の情報を聞ける貴重な機会だった。
●関係機関の連携について、保護者とも情報を共有する　 

　機会があると、家庭でも意識しながら子どもと接すること 

　ができると思う。
●他の園の状況も分かりいい交流会だった。 ニコニコ 

　チャレンジの有効性は浸透していないと思う。工夫が必要。
●もっと取り組みなどを情報交換できる時間や機会が　

　あってもいい。
●就学に向けて幼児期の架け橋プログラムについて議論　

　する場が、大事だと感じた。
●時間が足りなかった。夕方は参加が困難。など

保護者代表者交流会の様子

※１「幼児期の架け橋プログラム」次ページに掲載しています

～アンケート（抜粋）～

保護者代表者交流会を開催しました



　子どもたちの健やかな成長のためには、家庭教育が重要な役割を担って

います。子どもたちは、日々の生活の中で「自分でやってみたい」「考えてみた

い」という気持ちを育んでいます。 この“自立心”は、「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」のひとつ。家庭の中での小さな挑戦や、見守るまなざしが、子ど

もの「自分でできた！」という喜びにつながります。フラワーロールちゃんと一緒

に、子どもたちの「自分でやってみたい！」を支えるために、家庭でできる小さ

な応援について考えてみましょう。

　花巻市では、「架け橋期」（５歳児から小学校１年生までの２年間）の教育

の充実を図るため、架け橋期のカリキュラムを作成し、子どもたちの学びのつ

ながりを大切にしています。家庭や地域の関わりも大切です。

　幼児期は心と体の土台を育てる大切な時期です。子どもたちは一人ひとり

違ったペースで育っていきます。できることが増える喜びも、うまくいかない経

験も、すべてが大切な育ちの一歩です。子どもたちの「今」を大切にしながら、

「未来」につながる姿を、園・学校・家庭・地域が一体となり、共に育んでいき

ましょう。

教えて！フラワーロールちゃん！

「自立心」の育まれている姿ってどんな姿？

自分の力でやり遂げる体験などを通じて

自信をもって行動するようになる姿です。

子どもたちの「できたよ！」の笑顔のために、どんな

応援ができそうか一緒に考えてみましょう。

「自分でやってみたい！」
  を応援する家庭の力
「自分でやってみたい！」
  を応援する家庭の力

フラワーロールちゃんと一緒に学ぼう！

①「“自分でやってみる時間”をつくってみよう！」

例：着替えや片付け、登園準備など

時間がかかって

も急かさず、でき

たことを一緒に

喜びましょう。

じぶんでできるっ

てすごいことなん

だよ！ちょっとずつ

できることをふや

していこうね。

●結果ではなく過程に注目！努力したことや挑戦したことを

　ほめられることで、「次もがんばろう！」と思えます。

②「子どもの“やりたい気持ち”を応援する言葉がけを」

例：お手伝い（毎日継続してできるもの、家族のためのもの、

短い時間で終わるもの）

小さなことから任せ

て”頼られる喜び”

を感じさせましょう。

「ありがとう」

「うれしいな」

「助かったよ」等、

感謝の言葉を添え

てほめましょう。

おうちのひとを

てつだえるって、

かっこいいね！

できることを、

いっしょにさがし

てみよう！

●自分が家族の役に立ったという喜びは、自己有用感や責任感

　にもつながります。そして、自分から進んで取り組めるようになり

　ます。

③「うまくいかないときも、見守ろう」

例：積み木遊び、なわとび、紐結びなど
子どもが遊びの中で

「うまくいかない 」

「思った通りにでき

ない」場面に出会っ

たとき、すぐに正解

を 教えるのではな

く、”考える時間”を

見守ることが、自立

心の育ちにつながり

ます。

うまくいかなくて

も、かんがえてやっ

てみるって、すご

いことなんだよ！

●試行錯誤する姿を認め、「考えてみよう」「やってみよう」と声を

　かけることで、子どもの自分で乗り越える力を育んでいきます。

もんだい：フラワーロールちゃんはなんにんいるかな?

「できたよ！」の笑顔がふえる  おうち時間 
   ～家庭でできる小さな応援 ３つのポイント～

　乳幼児の育ちには、「安心」と「挑戦」の繰り返しが大切。さまざまな挑

戦や経験を重ねる中で、多くの力が一体的に育まれていきます。自立心は

その中の一つ。毎日の積み重ねが子どもたちの未来をつくります。例えば、

・子どもとのふれ合いを大切にする

・子どもの声に耳を傾け、共感的に受け止めながら聞く

・子どもの意欲を大切にし、体験や経験の機会をつくる

など、子どもの思いや願いに寄り添い、共に歩みを進める

伴走者になることも大切にしたいですね。

教えて！フラワーロールちゃん！

子どもたちの力を育むために、

おうちでどんなことができるかな？

　基本的な生活習慣と自立心の育成を目指し、花巻市では、市内の年長児を

対象に「家族でニコニコチャレンジ」に取り組んでいます。乳幼児期は「模倣し

て学ぶ時期」といわれます。望ましい習慣を身につけていくためには、家族が

お手本を見せることも大切です。また、自分で決めた目標にチャレンジして、

「できた！」という経験を積み重ねることで、自信をもち、また新たなことに挑

戦しようとする心が育まれていきます。ぜひ、みんなでチャレンジしてくださいね！

※取り組みポイント

★チャレンジ項目を決めるときは、子どもの意思を尊重しましょう。

★自分で決めた目標は、努力のエネルギーになります！また、どうやったらでき

　るかな？と自分で考える習慣が身につきます。おうちの方は伴走者として、

　子どものがんばりを見守り、励ましましょう。

いっしょにやってみよう！ ニコニコチャレンジ
～「できたよ！」の笑顔をおうちから～

【チャレンジ項目】

１.動画・テレビの視聴、タブレット・

　スマホ・ゲーム等使用のルール

２.早寝・早起き

３.あいさつ

４.ふれあいタイム

５.歯磨き・手洗い

６.自分でやってみよう

７.朝ごはん

読み聞かせをしてい

るときの子どものきら

きらした顔を見てい

たら、続けていきたい

なと思いました。
何かに挑戦する経験が、今後

にいきてほしいな。

ニコニコマークを

かきたい！とがん

ばっていました。
これまでよりも自分から挨拶できる

ようになった！「さっきの人、挨拶

上手だね！」とほかの方のあいさ

つを観察していました。
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幼児教育と小学校教育をつなぐ

　「花巻市架け橋期のカリキュラム」には、家庭や

地域の関わりの例も記載されています。

　園・学校・家庭・地域のあたたかな関わりの中

で、共に花巻市の子どもたちを育んでいきたいと

いう願いが込められています。

⬆架け橋期の
カリキュラムは
こちら

花巻市架け橋期のカリキュラム
～つながる学び 広がる可能性～


